
総合解析高分子

リサイクル材料の総合解析
省資源の観点から樹脂材のリサイクルが着目されている。リサイクル材は同種の材料であっても使
用環境の影響を受けて、組成や物性が新品とは異なっている可能性がある。リサイクル材の使用に
際しては、組成や物性等を詳細に調べておくことが重要である。

Recycled Resin

添加剤の種類がわかっている
場合は Step2 は不要

独自の分析技術により、高精度かつ迅速分析が可能

TGIC PP コンパウンド組成分析

酸化誘導時間 (OIT)

CEF と TGIC とを併用することで、コンパウンド組成を詳細に解析できる
改質ゴム種の推定も可能

Step1.　抽出

分析手順

分析事例

高周波抽出 , ソックスレー抽出
溶解沈殿抽出

FD:Field Desorption
MS:Mass Spectrometry
GC:Gas Chromatography
LC:Liquid Chromatography
ICP:Inductively Coupled 
      Plasma spectroscopyStep2.　定性分析

Step3.　定量分析 GC    LC     ICP

      FD-MS         FT-IR
      GC/MS        LC/MS

[ 添加剤の同定 ]
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(例）高速面衝撃

衝撃試験 高速面衝撃試験

analysis of polymer additives構造・組成解析 添加剤分析

異物解析 強度特性・耐久性評価

Analysis of 
Polymer Composition Analysis of Polymer Additives

Identification of Foreign Substances Evaluation of 
Strength 
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Analysis of Recycled Resin

得られる情報 適用ポリマー 分析方法

TREFクロマトグラフィ結晶性ポリマー組成分布

構造

非晶性ポリマー および
結晶性ポリマー
結晶性、
非晶性ポリマー

NMR

IR
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Comopsition distribution Crystalline polymer
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